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Ⅳ. 教育アセスメント

1. 全学関連

　教育アセスメント室では、特定の授業や教育プログラム、個別部局のアセスメント関連の支援業務に加えて、全学的なアセスメント・
評価業務にも携わっています。特に、2019年度は認証評価の受審に伴い、大学評価委員会委員として、また、教育アセスメント室とし
て、関連する評価業務に様々な形で関わりました。他にも、法人評価や教育IR推進室に設置されたアンケート検討部会などにも携
わっています。
　教育アセスメントや評価に関連した取組の推進が求められる中、マクロレベルからミクロレベルまで幅広い支援を行うことが出来
ればと思います。

（山田 剛史）

2. 医学部との連携

　2016年度より、医学教育の推進に特化した医学教育・国際化推進センターと、特定の分野に限定しない形で教育改善支援を行う本セ
ンターとが、お互い持つ知識やリソースを提供・共有できるような懇談の場を設けて、様々な話題について情報交換（懇談会）を行ってきまし
た。
　2018年度は、こうした関係性を基盤に、医学部教学IR（Institutional Research）の試行的運用に着手しました。医学教育・国際化推進
センターと医学部教務課、全学支援組織である教育推進・学生支援部教務企画課教育情報推進室と本センター教育アセスメント室の4者
が協働して、医学部における教学IRの取組を進めてきました。
　2019年度は、医学研究科における研究科長裁量経費「京都大学医学部における医学教育記録・紹介事業」の協力部局として、卒業生へ
のインタビューを通じた教育の質の評価に関する取組を支援しています。
　この間進めてきた取組（知見やノウハウ）は、他部局でも展開可能なものです。全学支援部署の1つとして、他部局での支援にもつなげてい
きたいと思います。

（山田 剛史・勝間 理沙）

3. 教育学部との連携（体系的なアセスメントの推進）

　2016年度より、教育アセスメント室では、教育学部における教育の内部質保証および向上支援を行ってきました。主に、以下のよ
うな形で支援を行っています。

（1）独自の学生調査を核とした組織的な教育改善支援
　最初に着手したのが、2016年度からリニューアルされた初年次必修専門科目「教育研究入門Ⅰ・Ⅱ」（前期・後期）の効果検証を行
うための学生調査（質的・量的）の開発でした。2016年度以降、前期の授業開始時、前期の授業終了時、そして後期の授業終了時の3
地点で調査を実施し、学生の学習実態を把握するとともに、効果検証の結果を踏まえて当該授業の改善支援を行っています。
　また、当該調査には、部局のディプロマ・ポリシー（DP）の項目を盛り込んでおり、さらに高年次対象の調査や卒業時・修了時の調査
も導入し、入学から卒業・修了まで一貫した学生調査を開発・実施しています。

（2）特色入試入学者を対象とした追跡調査の支援
　学部内に設置した特色入試追跡調査ワーキンググループのメンバーとして、特色入試入学者に対するインタビュー調査の実施と分
析に携わっています。加えて、上記のアセスメントの分析結果も踏まえつつ、特色入試の効果検証の支援を行っています。

（3）アセスメント結果のフィードバックによる内部質保証の支援
　上記のアセスメントによって得られたデータ分析の結果は、教育研究入門の担当教員や教育学研究科セミナー（研究科全体のFD）
の場で毎年報告し、改善につなげています。2019年10月24日に開催された当セミナー「教育学部の特色入試：入学者の3年間の軌
跡から学ぶ」では、過去３年間のアンケート調査のデータ分析に加え、GPAや修得単位数などの教務データの分析も行い、特色入試
の有効性について検証・報告を行いました。これら一連のPDCAサイクル（内部質保証）は、当該研究科の教務委員会や自己点検・評
価委員会等と連携しながら進めています。
　当該部局での支援活動は、他部局においても効果的な教育改善のモデルになり得ると考えています。

（山田 剛史・勝間 理沙）
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4. MOOC・SPOCのアセスメント

　教育アセスメント室では、京都大学が提供するMOOC・SPOCについて、次の目的のためにアセスメントを行っています。

（1）コースレポートの作成とフィードバック
　MOOC・SPOCのいずれのコースにおいても、各講義配信終了後、講義に関わるさまざまなデータを収集し、今後の講義の改善に
役立つ調査研究を行っております。
①MOOCのコースレポートの内容
　MOOCにおいては、そのプラットフォームであるedXから、
受講者情報（年齢、性別、最終学歴、地理的情報など）や、また
課題への取り組みや講義ビデオの視聴の様子といった学習者
の学習履歴が提供されます。さらに、それらの情報とは別に、
SurveyMonkeyを利用して、講義受講前後の情報（受講動
機、事前の知識、満足度、事後のコメントなど）をオンラインア
ンケートから独自に収集しています。それらの情報を集計分析
し、コースレポートを作成します（図1、表1）。

　さらに、開講回数が5回となったコースについては、登録者属性について追加分析を行い、5回分の推移を別途報告しました（図2）。

②SPOCのコースレポートの内容
　SPOCにおいても、MOOCと同様の情報をOpen　edXのInsightsから得ることが可能です。しかし、SPOCにおいては、例えば、一般の
人向けに作成されたものから、学内の授業と連動して（反転授業のように）使用されるものまでさまざまで、その用途や人数はMOOC
とは大きく異なります。そのため、MOOCのみならず、SPOCのコース間でもそれぞれのコースに合わせた集計や分析を行っています

（例えば、図3）。

③各コースレポートのフィードバック
　作成されたコースレポートは、制作チームと合同で、基本的には対面でフィードバックを行っています。ただし、再開講のコースであっ
たり、担当教員との都合がつかなかったり等で、対面でのフィードバックがかなわない場合もあります。そのため、2019年度からは「リ
フレクション・サーベイ」を導入しました。これは、これまで行われていた対面でのフィードバックには、コース改善に資する議論を行っ
たり、教員へのリフレクションを促したりするなどの効果があることを実感しており、それと同様の効果を得るためのものです。対面での
フィードバックがかなわない場合は、作成されたコースレポートとともに、サーベイのURLを担当教員へ同送しています。 
　2019年度は、MOOCでは対面で3名、メールでの送付を6名に、SPOCでは対面で2名（1名は2コース分）、メールでの送付を1名

（2コース分）に、コースレポートのフィードバックを行うことができました。リフレクション・サーベイについては、実際に「登録者が少な
いのでもっと宣伝すべき」、「教育効果についてはオンラインでは限界がある」等のコメントをいただき、フィードバックによる先生方の
授業へのリフレクションや改善への動機づけを高めることができたようです。

①今後のコース改善のため
②学内での普及・拡充のため

表1　コースレポートの構成

コースの基本情報

レポートの要約

学習者の人口統計学的指標

学習者の成績情報

行動ログに基づく集計

前後のアンケートデータの集計

受講者からのコメント

タイトル、担当教員名、開講期間

コースレポートの内容を 1 ページに要約したもの

性別、年齢、最終学歴、地理的情報

登録者数における成績内訳、分布

課題への取り組み、ビデオの視聴状況

受講動機、MOOC の事前経験、事前知識、満足度

コースの改善や感想などを一覧にまとめたもの

図1　コースレポートの例（地理的情報）

図2　追加分析のレポート例（左：表紙、右：001x_1～5における登録者推移）

図3　同様の教員におけるコースレポートの目次（左：一般向け、右：学内向け）
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（2）AXIES2019での発表
　これまでのMOOC・SPOCでの取り組みについて、「MOOC・
SPOCを核とした持続的な教育改善・質的向上をどう実現す
るか」と題して、「AXIES2019（大学ICT推進協議会）」（2019年
12月12日）にて発表しました。この発表は制作チームと連名で
行われました。
　発表内容としては、MOOC・SPOCの特徴から、その展開、
MOOCが与える受講生へのインパクト（受講生情報や教員イ
ンタビュー）、持続的な教育改善・質的向上のための効果的な
取り組みについて扱われました。SPOCについては、要旨の紙
面、発表時間の短さで十分に取り上げられませんでしたが、フ
ロアからは、SPOCに対する期待が寄せられ、今後の活動を考
えて行く上で、重要な示唆が得られました。

（3）今後の発展に向けた活動
①“Hawk eye system”の試行とMOOCデータ取得の効率化
　先のAXIES2019での発表準備時に、MOOCデータを集計分析する過程で、そのデータ取得の複雑さが課題となりました（例え
ば、各種データのIDでの紐付け等）。今年度、これについて今後改善されていく動きが2つあります。その1つが、前年度から取り組んで
いる“Hawk eye system”が試行段階となったことです。これはMOOCについての情報を一望できるマネジメントシステムであり、視覚的
にMOOCの現状をリアルタイムで把握することができます。また、もう1つの取り組みは、MOOCデータ取得の効率化です。こちらも制
作チームとの議論を経て、今年度中に実現する予定です。

②SPOCアセスメントの類型化の試み
　先に述べた通り、SPOCは、MOOCのように世界中の大規模で多様な学習者を対象とするものだけでなく、さまざまな対象者を範
疇としており、またいずれも小規模を対象とするため、その教育効果が期待されています。そのため、それぞれのアセスメントを効率よ
く進めていくため、どのような集団を対象とするのか、短期or長期的に施行されるのか、正課連動型or生涯学習型かなどの指標をもと
に、類型化していく試みが進められています。

（勝間 理沙・山田 剛史）

Ⅴ. 国際連携

1. USRN

　University Social Responsibility Network（USRN: http://www.usrnetwork.org）は、様々な
課題に直面している今日の社会において、大学が教育・研究・社会貢献等の活動を通じた貢献により社
会的責任を積極的に果たす、という取組を推進することを目的に設立された国際的大学間連携ネット
ワークです。基幹校である香港理工大学を中心として現在世界各国から16の大学が加盟しており、京
都大学は日本で唯一の加盟校となっています。現在、本センターは、本学の国際戦略本部ならびにUSRNに加盟する香港理工大学、マン
チェスター大学（英国）、サイモンフレーザー大学（カナダ）、ニューサウスウェールズ大学（オーストラリア）、サンパウロ大学（ブラジル）、
プレトリア大学（南アフリカ）と協力し、主として大学の教職員やアドミニストレーター、学生、高等教育関係者等を対象受講者として、
USRの基本的な考え方や取組のプロセスや成果について各大学の模範的実践例から学び、自らの大学においてUSRをどのように企画・
推進していくかを支援するMOOC「Introduction to USR」の制作を主導しています。本MOOCは、2020年夏に開講を予定しており、本学の
加盟している国際的MOOC協議会edXを通じて配信される予定です。

（飯吉 透）
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　本センターでは、海外の大学教育の研究開発組織や研究者・実践者との交流・共同研究を進め、そのプロセスや成果をシンポジウム、
研究会、書籍などで公開しています。

2. 公開研究会：第95回「学生にとって有意義なコミュニティ・エンゲージメントとは何か」

　2019年4月18日、エルサレム・ヘブライ大学よりダフィナ・ゴラン教授をお招きし
て、第95回公開研究会「学生にとって有意義なコミュニティ・エンゲージメントとは
何か」を開催しました。ゴラン教授は、同大法科大学院で人権について教えるかたわ
ら、「社会変革のためのキャンパス・コミュニティ・パートナーシップ」のディレクター
も務めておられます。この組織は、イスラエルの大学で、コミュニティ・エンゲージメン
トの授業（コミュニティの抱える問題に学生が関与する授業）を推進するために、
2006年に創設された組織です。日本では、「サービス・ラーニング」という表現が使
われていますが、欧米では近年、高等教育機関とコミュニティ（地域、国、グローバル
などのさまざまなレベルでのコミュニティ）との協働を指すのに、「コミュニティ・エンゲージメント」や「キャンパス・コミュニティ・パート
ナーシップ」という表現が使われることが多くなっているそうです。セミナーではまず、コミュニティ・エンゲージメントが、学生の自信や
リーダーシップを高めることが示され、その後、以下の4つのベスト・プラクティスの紹介がありました。
①コミュニティで通訳する：学生による病院での通訳活動（ヘブライ語を母語としない学生が病院に行って、彼らと同じ母語の患者

さんのために通訳する）
②アートと住民運動：学生・教員・住民による鉄道公園の建設（地域を横断する高速道路の建設計画に反対し、鉄道公園に変更する）
③性暴力の予防教育：学生による高校でのワークショップ（イスラエルとパレスチナの生徒たちに性暴力の予防教育を行う）
④Liftaを守れ：緑豊かな村の保護（緑豊かな廃墟の村Liftaを再開発計画から守り、自然保護区にする）
　コミュニティ・エンゲージメントに関わる授業は、ほぼ全てのユダヤ人
とアラブ人の学生たちにとって、初めて「相手」と話すことができる「安心
して互いから学び合うための最適な場」として価値あるものと捉えられて
いるそうです。コミュニティ・エンゲージメントを通じて、学生は疎外感を
克服し、現実世界と他者と自分自身との繋がりを取り戻していくという言
葉が印象的でした。
　参加者は、22名（学内20名、学外2名）でした。　

（松下 佳代）




